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論文内容の要旨

[目的]

早期肺癌はX線診断と略疾細胞診を主体とした集団検診の普及に伴い増加しつつある o 肺癌の確定診

断は最終的には病理学的診断法でなされるが，肺野部小型肺癌では陰影が淡くてX線テレビで可視でき

ない場合があり，経気管支鏡的擦過細胞診や経皮的肺針生検で術前に確定診断をつけることが困難な症

例に遭遇する。このような症例に対しては，画像診断で良・悪性の鑑別を試み，肺癌が強く疑われる場

合は開胸生検を考慮する必要がある。従来より肺癌の画像診断は胸部単純写真， X線断層写真，ゼロト

モグラム，気管支造影，肺動脈，気管支動脈造影および核医学検査により行われてきたが，最近では非

侵襲的で濃度・空間分離能が良いコンピューター断層 (CT) 検査が普及してきでいる O 術前確定診断

が困難であった肺野部小型肺癌に対しスライス厚1.5皿の thin-section C Tを用いて肺野腫癌影の微

細構造の描出を試み， CT所見の解析のためにスキャン面と対応させて水平にスライスした摘出肺の病

理像との対比検討を行った。

[方法ならびに成績]

1986年 1 月から 1987年 3 月までの期間に大阪府立成人病センター放射線診断科でCT検査を施行し，

手術より組織診断されている肺野部小型肺癌の17症例 (18病巣)に対し検討を加えた。性別は男性12名

(平均58歳)，女性 5 名(平均53歳)であった。病理組織は腺癌14例，扇平上皮癌 2 例，大細胞癌 (II型

肺胞上皮癌) 1 例，カルチノイド 1 例であった。

使用した CT装置はGE社製9800でスキャンはすべて最大吸気の状態で行った。全肺にスライス厚10

皿の連続スキャンを施行したのちに腫癌影の位置決めを行い，中心部を含みスライス厚1.5mm，スライス
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幅 3mmの高分解能Thin-section C T像を得，腫癌や血管・気管支の辺縁を鮮明にする Bone detail 

algorithm にて画像処理を行った。

病変の描出能を検討するために，各症例ごとに正常肺との境界部の性状(辺縁の鮮明度，赫状突起，

凹凸) ，胸膜陥入，周囲血管影の集束と腫壌の内部構造を検討した。

Thin -section C Tにより辺縁の凹凸と周囲の血管・気管支の集束性変化が良好に描出され，赫状突

起，胸膜の陥入像も高頻度に認められた。また良性の結節性病変の診断に有用とされている石灰化や脂

肪は全例に認められなかった。内部構造の検討により，乳頭腺癌で 9 例中 6 例に腫蕩内の小空洞を 7 例

に腫蕩内の中心部と辺縁部の濃度差を描出可能で、あった。

Thin -section C Tにより描出された所見をスキャン面に対応させ水平にスライスした摘出肺の病理

像と比較検討すると，微小癌であっても thin-section C T像は摘出肺のルーペ像と酷似し肺癌に特

徴的な辺縁の凹凸，練状突起，胸膜の陥入像や周囲血管の集束性変化の描出が可能であった。 Thin-se 

ction C Tにより描出された腫蕩内の小空洞は，病理像では腫蕩内で拡張した細気管支に相当した。ま

た癌の中心の線維化部分と辺縁部の肺胞壁に沿い浸潤性に増殖する部分が腫蕩濃度差としてthin-

section C Tにより描出された。

[総括]

肺野部小型肺癌18病巣の摘出肺を水平にスライスし，病理像と thin-section C T像とを対比検討し

た。 Thin-section C T は肺癌の診断に有用な所見の描出に優れており，切除肺のルーペ像とよく対応

していた。また thin-section C Tにより初めて腫蕩内の拡張した細気管支が小空洞として，周辺部で

癌細胞が肺胞壁に沿って浸潤する部分が中心部に対して淡い濃度として描出することができ，良・悪性

の鑑別のみならず組織型の類推が可能であると考えられる。

論文の審査結果の要旨

非侵襲的で濃度・空間分解能が良いコンビューター断層 (CT) 検査により術前確定診断が困難であっ

た肺野部小型肺癌17症例 (18病巣)に対し，スライス厚1.5阻の thin-section C Tを用いて肺野腫蕩影

の微細構造の描出を試み， CT所見の解析のためにスキャン面と対応させて水平にスライスした摘出肺

の病理像との対比検討を行った。病理組織は腺癌14例，扇平上皮癌 2 例，大細胞癌 (II型肺胞上皮癌)

1 1JIJ，カルチノイド 1 例であった。微小癌であっても thin-section C T像は摘出肺のルーペ像と酷似

し，肺癌に特徴的な辺縁の凹凸，赫状突起，胸膜の陥入像や周囲血管の集束性変化の描出が可能であっ

た。 Thin-section C Tにより描出された腫蕩内の小空洞は，病理像では腫蕩内で拡張した細気管支に

相当した。また癌の中心の線維化部分と辺縁部の肺胞壁に沿い浸潤J性に増殖する部分が腫蕩濃度差とし

て thin-section C Tにより描出された。これらの所見を参考に，良・悪性の鑑別のみならず組織型の

類推が可能であると考えられる。
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